
留学生による熊本地震からの 

創造的復興プロジェクト 
ー八代妙見祭を事例にー 

熊本復興フォトブック 

山本敬晃 朱争鳴 濵田操 

1 



2 解決したい課題 

熊本地震からの創造的復興 
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八代妙見祭の 

ユネスコ登録 

希望の光 
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4 そして、留学生の思い 
熊本のために 

何かできないか 



5 提案 

形に残る 

多言語のフォトブックを作製し 

熊本を世界にPRしよう！！ 

留学生と共に 



6 期待される効果 

世界へのPRによる観光客の増加（グローバル） 

祭りの担い手不足の解消（ローカル） 

ソーシャルキャピタルの創造（地震への備え） 



7 プロジェクト詳細 

Facebookページを活用 

留学生の視点からの写真 

留学生による多言語化 



8 留学生にとってのこのプロジェクトの魅力 

ホームステイで日本の 

家庭の雰囲気を実感！ 

神幸行列にも 

参加できる体験型観光！ 



9 実施結果 

定員100名のところ総計130名の応募 

50名がホームステイを体験 

フォトブック完成（100部作製予定） 



10 実施体制 
・学生団体「熊本復興フォトブック」
を中心として作成 

・ご支援いただいた団体 

八代市役所文化振興課、八代妙見祭
保存振興会、やつしろ観光ガイド協
会、地域日本語支援やつしろクラ
ブ、八代商工会議所、八代経済同友
会、JAやつしろ、クギヤ印刷株式会
社、有限会社ユニックス、公益財団
法人 宮嶋利治学術財団（敬称略） 
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11 参加者の声 

留学生の声 
・日本の祭りを初めて見た 
・日本文化を学ぶことができた 
・日本家庭の雰囲気を体験できた 
・ホストファミリーが優しく家族
の一員になれた気がしました 

ホストファミリーの声 
・また受け入れたいです 
・娘が受け容れた留学生の国に
興味を持ち自ら調べていました 

地元の人の声 
・若者の力で祭りをどんど
ん盛り上げてください 
・早くフォトブックが見た
いです 
・今度はぜひうちの団体で
神幸行列出てください！ 



12 今後の展望 

・ユネスコ事務局長の来熊の実現、 

そして熊大でのシンポジウム開催！ 

・留学生によるPRフォトブック作製の広がり 



熊本地震からの創造的復興を 

留学生と共に！ 

熊本復興フォトブック 
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